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札幌市が計画している市営住宅家賃の減免改悪をやめてほしいと、１０月

２日市住入居者や支援団体等の７７人が市へ要請署名６６５１筆（共産党

4075、道生連2576）を提出しました。市側からは浦屋 謙住宅担当部長、徳

永信之助住宅管理担当課長が出席しました。

要請の趣旨説明で道生活と健康を守る会の稲見さんは「公営住宅は憲法２

５条に基づいて低所得者に低廉な家賃で提供するものであり、８０～７０％

の減免をなくすのは暴挙です。年金のみで暮らしている多くの人のくらしを破壊

する減免の改悪はやめていただきたい。高齢になったら病院代はかさむなど高齢

者は特有のお金が必要です。医療費控除・老年者控除は廃止すべきではありませ

ん」と述べました。

参加者から生活実態に基づく減免改悪反対の訴え

＜厚別区団地入居者６５歳男性＞

私は一人暮らしで月１０万円程度の年金で公共料金、電話代、各保険料、軽自

動車の維持費、暖房費などを払うと２～３万円程度しか残らず、パートの３～４

万円の収入で生活しています。現在７０％の家賃減免で何とか生活しています

が、今回の改悪案が実施されたら全くゆとりがなくなります。４～５千円の値上

げになれば１週間分程度の食費がなくなるくらいの負担増です。

＜東区の団地入居者７２歳女性＞

夫婦で２７０万円の年金。障害があり介護が必要な夫と暮らし、医療費、介護費用が大変。必要経費を除けば、

１ヵ月５～６万円で暮らしている。いつも通っている内科以外の病気で突然病院へ行かなければならないこともあ

り、臨時の出費があると生活費が足りなくなってしまう。８０％減免の３５２０円の家賃で、何とかやりくりして

いるのが実態です。近所に６万円程度の年金生活の人もいますが、生活保護を受けずにがんばっていて、このよう

な人もたくさんいます。減免が改悪され家賃引き上げになれば、くらしもこわれていくのではないかと思います。

＜東区の団地自治会長（男性）＞

私のところは、４棟、１６０世帯、６５歳以上の世帯が８割以上です。値上げになったら大変な生活への打撃

だ。やろうとしていることは、弱者への負担押し付けです。入居している人、していない人、減免している人、し

ていない人を反目させて最後には弱者に負担を負わせるやり方ではないか。

斉藤札幌社保協事務局長は、「低所得でも入れない人がいるので負担の公平を図る」と言っているが、入れない

人がいるのは住宅が足りないからであり、入居戸数を増やすことや入居できない人への家賃軽減施策を考えるべき

ではないか、生活実態と収入に合わせて負担するのが公平な負担というもの、と述べました。

市側の回答－11月初めに市の案を決め議会に示す予定

参加者からの訴えを聞いて、浦屋住宅部長は「大変貴重な意見を聞かせていただいた。入居者アンケートも２０

００以上返ってきている（５０００送付）ので参考にしたい。１１月はじめには、成案を市議会建設委員会に提出

したい」と答えました。アンケートの声を参考にするのかとの質問には、一応「参考にする」と答えています。

要請後の記者会見ではテレビ局、新聞社からの質問があり、減免制度の改悪と家賃引き上げが知られていないこ

とが浮き彫りになりました。代表団はこのような動きをマスコミでももっと報道してほしいと強調しました。この

日の様子はＳＴＶのニュースで放映されました。

次回は１０月２３日に署名提出と要請を行うことにしています。１１時～市役所地下１階３号会議室です。


